
　
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
）
で
は
、
職
業
情

報
、
職
業
適
性
、
職
業
相
談
・
指
導
と
い
っ
た
求
職
者
の
適
職
探
し

を
支
援
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
を
研
究
・
開
発
。
そ
の
成
果
を
、
出
版

物
、
デ
ィ
ス
ク
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
公
開
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
提
供
し
て
い
ま
す
。
当
機
構
が
開
発
し
た
ツ
ー
ル
を
就
職
支
援

に
活
用
し
て
い
る
三
つ
の
現
場
を
訪
問
し
ま
し
た
。 
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Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
開
発 

職
業
情
報
・
就
職
支
援
ツ
ー
ル 

　
　
活
用
の
現
場
を
訪
問 

Ⅰ 高校生就職スタートブック 
埼玉県立浦和商業高校 

　
『
高
校
生
就
職
ス
タ
ー
ト
ブ
ッ
ク
』
は
、

高
校
の
二
年
生
後
半
か
ら
、
就
職
活
動
を
目

前
に
控
え
る
三
年
前
半
ま
で
を
主
な
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
し
た
進
路
の
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
。
厚
生

労
働
省
の
全
国
都
道
府
県
労
働
局
な
ど
を
通

し
、
毎
年
約
四
〇
万
部
が
希
望
各
校
に
配
付

さ
れ
て
い
る
。 

 

Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
展
開
す
る
、
わ
か
り
や
す

さ
が
売
り
モ
ノ
の
一
つ
。
「
と
り
あ
え
ず
フ

リ
ー
タ
ー
、
っ
て
い
う
の
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な

い
？
」
「
私
を
採
用
す
る
と
将
来
的
に
お
得

で
す
、
っ
て
企
業
に
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
と

い
い
ん
だ
け
ど
…
」
と
い
っ
た
具
合
に
、
親

近
感
を
も
た
せ
る
よ
う
作
ら
れ
て
い
る
。 

 

一
〇
年
で
お
よ
そ
八
分
の
一
ま
で
減
っ
た

高
卒
求
人
の
推
移
な
ど
、
デ
ー
タ
も
豊
富
に

網
羅
。
解
説
を
読
み
な
が
ら
、
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
に
自
分
の
デ
ー
タ
を
書
き
込
め
ば
、
そ
の

ま
ま
進
路
学
習
の
記
録
に
な
る
。
自
習
用
に
、

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
教
材
に
と
活
用
法
は
さ
ま
ざ

ま
。
学
校
現
場
か
ら
、
そ
の
一
例
を
紹
介
し

た
い
。 

   

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
押
さ
え
る 

 

埼
玉
県
立
浦
和
商
業
高
校
は
、
一
九
二
七

年
に
設
立
さ
れ
た
県
内
き
っ
て
の
伝
統
校
。

卒
業
後
の
進
路
は
、
全
日
制
で
就
職
五
五
％
、

進
学
四
五
％
に
分
か
れ
る
。
『
就
職
ス
タ
ー

ト
ブ
ッ
ク
』
を
今
春
か
ら
、
三
年
時
の
進
路

学
習
「
総
合
実
践
」
の
教
材
に
採
用
し
た
。 

　
「
今
日
は
ま
ず
、
就
職
ま
で
の
流
れ
を
見

て
い
き
ま
す
」
進
路
指
導
主
事
の
柿
沼
浩
二

先
生
の
か
け
声
に
、
生
徒
が
一
斉
に
『
就
職

ス
タ
ー
ト
ブ
ッ
ク
』
を
開
く
。 

 
「
企
業
が
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
人
票
を
提

出
し
始
め
る
の
が
六
月
二
〇
日
で
、
学
校
に

求
人
が
申
し
込
ま
れ
る
の
は
七
月
一
日
か
ら
。

み
な
さ
ん
は
、
学
校
が
こ
れ
を
整
理
し
た
あ

と
で
、
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」 

 

フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
も
と
に
柿
沼
先
生
が

説
明
す
る
の
は
、
高
校
新
卒
の
就
職
紹
介
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
。
学
校
と
産
業
界
の
意
見
を
踏

ま
え
、
厚
生
労
働
省
と
文
部
科
学
省
が
毎
年
、

共
同
通
知
で
示
す
。
授
業
時
間
を
確
保
し
、

採
用
選
考
の
公
平
性
を
担
保
す
る
た
め
だ
。 

 

生
徒
は
こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
、
頭
に
入

れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
応
募
書
類
の
作
成

や
就
職
試
験
の
準
備
な
ど
、
そ
の
時
々
に
求

め
ら
れ
る
適
切
な
行
動
を
と
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
例
年
、
学
校
推
薦
が
固
ま
る
の
は

九
月
初
旬
で
、
選
考
は
後
半
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

選
考
封
切
り
は
今
年
も
一
六
日
で
、
一
回
め

は
一
六
〜
一
八
の
三
日
間
に
集
中
す
る
見
込

み
だ
。 

　
「
う
ま
く
ゆ
け
ば
一
〇
日
ほ
ど
で
内
定
通

知
が
届
き
ま
す
。
一
度
ダ
メ
で
も
あ
き
ら
め

な
い
で
。
埼
玉
県
は
一
一
月
二
日
、
一
月
二

五
日
に
進
路
の
先
生
も
引
率
す
る
合
同
就
職

面
接
会
が
あ
り
ま
す
。
書
き
込
ん
で
お
く
よ

う
に
」 

 

求
人
の
出
足
は
こ
こ
数
年
、
少
し
ず
つ
遅

く
な
る
傾
向
に
あ
る
。
就
職
内
定
の
時
期
も

後
ろ
に
ズ
レ
込
み
が
ち
だ
。
九
月
末
時
点
で

内
定
が
取
れ
る
の
は
、
全
国
平
均
で
わ
ず
か

三
人
に
ひ
と
り
に
す
ぎ
な
い
。
就
職
活
動
も

長
丁
場
に
な
る
と
、
生
徒
も
や
る
気
を
失
い

か
け
る
。
投
げ
や
り
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、

先
々
の
日
程
の
把
握
は
有
効
だ
。 

　
「
あ
と
で
ま
た
、
求
人
票
の
『
特
記
事
項
』

の
と
こ
ろ
で
説
明
し
ま
す
が
…
」
そ
う
前
置

き
し
て
柿
沼
先
生
が
説
明
し
た
の
は
、
昨
年
、

一
人
一
社
制
か
ら
併
願
応
募
が
認
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
就
職
慣
行
の
見
直
し
点
。
埼

玉
県
で
は
一
〇
月
一
日
以
降
、
事
業
主
の
了
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就職活動スケジュールをおさえておくようにと強調する柿沼先生 

進路室には先輩の経験談が張り出されている 

解
が
得
ら
れ
れ
ば
、
一
人
二
社
ま
で
受
験
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

   

求
人
票

の
読
み
方
を
学
ぶ 

 

授
業
半
ば
、
昨
年
受
理
し
た
大
手
電
気
事

業
所
の
求
人
票
が
配
ら
れ
た
。
『
就
職
ス
タ

ー
ト
ブ
ッ
ク
』
に
は
、
統
一
様
式
を
と
る
高

校
新
卒
者
向
け
求
人
票
の
、
労
働
条
件
な
ど

を
説
明
し
た
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
見

比
べ
な
が
ら
、
柿
沼
先
生
が
続
け
る
。 

 

「
こ
の
会
社
の
始
業
は
午
前
八
時
四
〇
分

に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
で
も
、
新
人
は
三
〇

分
前
に
行
く
の
が
常
識
。
朝
食
も
食
べ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
女
性
は
お
化
粧
も
す
る
で

し
ょ
う
。
準
備
に
一
時
間
く
ら
い
み
る
。
通

勤
に
三
〇
分
か
か
る
と
し
た
ら
、
起
床
は
六

時
半
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
」 

 

生
徒
た
ち
に
実
際
の
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
さ

せ
な
が
ら
、
求
人
票
を
読
み
解
い
て
ゆ
く
。

な
る
ほ
ど
と
感
じ
た
の
は
、
賃
金
の
話
に
入

っ
た
と
き
だ
。 

 

「『
現
行
賃
金
』に
マ
ル
が
つ
い
て
い
る
の

は
、
来
年
の
新
卒
者
の
賃
金
が
ま
だ
決
ま
っ

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
。
こ
の
会
社
の
場
合

は
月
給
で
、
何
カ
月
分
と
い
う
ボ
ー
ナ
ス
算

定
の
も
と
に
な
る
基
本
給
が
一
一
万
九
二
〇

〇
円
、
手
当
が
三
万
九
四
〇
〇
円
。
で
も
、

社
会
人
に
な
れ
ば
義
務
も
あ
る
。
納
税
で
四

四
一
〇
円
、
失
業
や
病
気
に
な
っ
た
と
き
の

社
会
保
険
で
一
万
四
〇
三
七
円
マ
イ
ナ
ス
。

手
も
と
に
入
る
の
は
『
差
引
支
給
額
』
で
、

一
四
万
一
五
三
円
に
な
り
ま
す
」 

 

高
校
生
と
も
な
れ
ば
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
一

つ
も
経
験
し
て
い
る
生
徒
は
多
い
。
だ
が
時

給
に
は
詳
し
い
生
徒
た
ち
も
、
月
給
の
天
引

き
に
は
な
じ
み
が
薄
い
。
求
人
票
の
オ
ー
プ

ン
を
ひ
と
月
後
に
控
え
、
賃
金
の
話
に
な
る

と
表
情
が
一
段
と
引
き
締
ま
る
。 

 
「
採
用
数
と
比
べ
た
、
離
職
者
数
の
記
述

も
重
要
で
す
」
柿
沼
先
生
は
、
求
人
票
の
下

の
方
に
あ
る
『
採
用
・
離
職
状
況
』
欄
を
取

り
上
げ
る
。
幸
い
に
し
て
具
体
例
に
は
ゼ
ロ

が
並
ぶ
が
、
生
徒
た
ち
は
こ
の
点
を
見
落
と

し
が
ち
だ
。
高
卒
の
場
合
、
最
初
の
就
職
先

を
三
年
の
間
に
、
二
人
に
ひ
と
り
が
や
め
て

し
ま
う
。
『
就
職
ス
タ
ー
ト
ブ
ッ
ク
』
の
相

談
窓
口
一
覧
は
、
漠
然
と
し
た
不
安
も
軽
減

し
て
く
れ
る
。 
 

「
企
業
選
び
は
知
名
度
や
規
模
だ
け
に
と

ら
わ
れ
ず
、
求
人
条
件
を
よ
く
チ
ェ
ッ
ク
し

て
。
仕
事
の
内
容
や
賃
金
、
就
業
時
間
や
通

勤
の
利
便
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
希
望
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
す
べ
て
満
足
い
く
求
人
は
難

し
い
。
何
を
優
先
す
る
の
か
、
明
確
に
し
て

臨
ん
で
く
だ
さ
い
」
柿
沼
先
生
は
声
の
ト
ー

ン
を
高
め
、
授
業
を
し
め
く
く
っ
た
。 

   

経
験
談
を
後
輩

に
話
す 

　
同
校
の
場
合
、
一
〜
二
年
は
就
職
の
武
器

と
も
い
え
る
資
格
取
得
に
励
む
。
進
路
学
習

は
三
年
で
、｢

総
合
実
践｣

の
単
位
と
し
て
集

中
的
に
学
ぶ
。 

 

興
味
あ
る
職
業
の
洗
い
出
し
か
ら
、
履
歴

書
の
書
き
方
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
ま
で
、
週
一

時
間
一
七
週
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
。
テ
キ
ス
ト

は
、
従
来
か
ら
使
用
す
る
『
浦
和
商
業
進
路

の
手
引
き
』
と
『
就
職
ス
タ
ー
ト
ブ
ッ
ク
』

を
併
用
。
具
体
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
次

の
よ
う
な
内
容
だ
。 

 

▽
先
輩
の
就
職
先
な
ど
を
調
べ
る｢

就
職

活
動
を
始
め
る
前
に
知
っ
て
お
こ
う｣

三
時

間
▽
生
活
習
慣
や
得
意
分
野
、
将
来
の
目
標

な
ど
を｢

考
え
て
み
よ
う｣

三
時
間
▽
希
望
す

る
会
社
を
調
べ
、
求
人
票
の
見
方
な
ど
を
学

ぶ｢

進
め
る
た
め
に｣

三
時
間
▽
ビ
デ
オ
を
活

用
し
た
面
接
準
備
に
二
時
間
▽
教
育
実
習
生

と
の
懇
談
、
フ
リ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
の
討
議
、

労
働
法
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
な
ど
の
学
習
に

各
一
時
間
。 

　
三
年
生
の
二
学
期
後
半
か
ら
三
学
期
に
か

け
て
は
、
進
路
選
択
の
プ
ロ
セ
ス
で
直
面
し

た
悩
み
、
迷
い
、
決
意
な
ど
を
生
徒
ひ
と
り

ひ
と
り
が
作
品
に
ま
と
め
る
。
そ
し
て
二
年

生
を
前
に
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
。
先
輩
の
経
験
談
は
後
輩
の
就

職
活
動
に
活
か
さ
れ
、

『
資
格
と
就
職
に
強
い

浦
商
』
づ
く
り
の
一
翼

を
担
う
。 

 
「
試
験
内
容
は
、
性

格
の
当
て
は
ま
る
も
の

に
マ
ル
を
す
る
よ
う
な

適
性
検
査
。
簡
単
だ
っ

た
は
ず
が
、
結
果
は
不

採
用
。
デ
パ
ー
ト
内
の

お
店
を
い
つ
も
利
用
し

て
い
る
会
社
で
、
簡
単

に
考
え
て
い
た
こ
と
が

敗
因
。
数
日
落
ち
込
ん

だ
け
れ
ど
、
先
生
を
訪
ね
て
希
望
の
見
直
し

か
ら
始
め
た
」 

 

「
就
職
が
決
ま
っ
た
！
　
早
く
仕
事
に
慣

れ
、
信
頼
さ
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
。
余
裕

が
で
き
た
ら
高
校
で
あ
き
ら
め
た
資
格
も
取

り
た
い
。
委
員
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
積
極

的
に
、
検
定
も
ど
ん
ど
ん
ゲ
ッ
ト
で
頑
張
れ
、

後
輩
！
」 

　
作
品
集
に
は
、
試
行
錯
誤
の
あ
と
が
刻
ま

れ
て
い
た
。 

◇
　
　
◇
　
　
◇ 

 

『
高
校
生
就
職
ス
タ
ー
ト
ブ
ッ
ク
』
を
利

用
す
る
高
校
に
は
、
今
年
か
ら
、
こ
れ
を
活

用
し
た
授
業
例
な
ど
を
盛
り
込
む
指
導
者
用

『
職
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
ブ
ッ
ク
』
も
、
併
せ
て

配
付
さ
れ
る
予
定
。
作
成
し
た
金
崎
幸
子
Ｊ

Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
副
統
括
研
究
員
は
、｢

厳
し
い
就

職
環
境
の
も
と
、
高
校
の
先
生
を
は
じ
め
若

者
の
就
職
を
支
援
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割

が
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

一
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
ご
活
用
く
だ
さ

い｣

と
話
す
。 

　
　
　
　
　
　
（
調
査
部
　
渡
邊
木
綿
子
） 




